
 

第３回 一宮川流域浸水対策協議会 次第 

 

日時：平成２８年６月２０日（月） 

                            １０：３０～ 

場所：長生合同庁舎４階 大会議室 

 

１ 開会 

 

 

２ 挨拶 

 

 

３ 出席者紹介 

 

 

４ 『１００mm/h安心プラン』の概要 

 

 

５ 議事 

１） 規約の改正について 

２） 千葉県の対策事業について 

３） 茂原市の対策事業について 

 

 

６ その他 

 

 

７ 閉会 



 

平成２８年度 

 

第３回 一宮川流域浸水対策協議会 
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平成２８年６月２０日 

長生合同庁舎４階大会議室 
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４ 『１００ｍｍ／ｈ安心プラン』の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 









 

 

５ 議 事 

１）規約の改正について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一宮川流域浸水対策協議会規約（改正案） 新旧対照 

 

 

（新） 

（構成等） 

第４条 協議会は、別表に掲げる組織の者をもって構成する。 

  ２ 前項のうち関係自治会の構成員は、各地区自治会長連合会（以下「連

合会」という）において４名以内を代表として、連合会及び自治会等

の役職にかかわらず、連合会が必要と認める者を選任することができ

る。 

  ３ 協議会には会長を置き、会長は千葉県長生土木事務所所長の職にある

委員をもって充てる。 

  ４ 事務局は、千葉県長生土木事務所及び茂原市に置き、協議会の庶務を

行う。 

 

 

（別 表） 

（協議会構成員） 
   

組 織 名 所  属 委  員 備 考 

茂原市 都市建設部 都市建設部長   

  土木建設課 土木建設課長   

  土木管理課 土木管理課長   

  下水道課  下水道課長   

  総務課 総務課長   

  農政課 農政課長   

千葉県長生土木事務所 所長     

  次長（技）     

  調整課 課長   

  河川改良課 課長   

関係自治会 茂原地区自治会長連合会 代表 ４名以内 

 
五郷地区自治会長連合会 代表 ４名以内 

 
鶴枝地区自治会長連合会 代表 ４名以内 

    
（以下、オブザーバー） 

   
千葉県県土整備部 河川整備課  副課長 

 
   同上  都市整備局 下水道課 副課長   

   
  

※ 関係自治会の構成員に変更が生じた場合は、事務局（茂原市土木建設課） 

に報告するものとする。 



 

 

 

（旧） 

（構成等） 

第４条 協議会は、別表に掲げる組織の者をもって構成する。 

  ２ 協議会には会長を置き、会長は千葉県長生土木事務所所長の職にある

委員をもって充てる。 

  ３ 事務局は、千葉県長生土木事務所及び茂原市に置き、協議会の庶務を

行う。 

 

 

 

（別 表） 

（協議会構成員） 
   

組 織 名 所  属 委  員 備 考 

茂原市 都市建設部 都市建設部長   

  土木建設課 土木建設課長   

  土木管理課 土木管理課長   

  下水道課  下水道課長   

  総務課 総務課長   

  農政課 農政課長   

千葉県長生土木事務所 所長     

  次長（技）     

  調整課 課長   

  河川改良課 課長   

（関係自治会） 茂原地区自治会長連合会 会長 
 

  
代表 ３名以内 

  五郷地区自治会長連合会 会長 
 

  
代表 ３名以内 

 
鶴枝地区自治会長連合会 会長 

 

  
代表 ３名以内 

    
（以下、オブザーバー） 

   
千葉県県土整備部 河川整備課  副課長 

 
   同上  都市整備局 下水道課 副課長   

   
  

※ 関係自治会の構成員に変更が生じた場合は、事務局（茂原市土木建設課） 

に報告するものとする。 



 

 

５ 議 事 

２）千葉県の対策事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資 料

千葉県の対象事業について千葉県の対象事業について
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[計画名称] 一宮川流域茂原市街地安心プラン 【千葉県茂原市】

(二)豊田川

(二)阿久川

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

雨水ポンプの能力増強
355m3/min⇒ 430m3/min
川中島処理場

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して
挿入してください。

雨水管の能力増強
L=1992m
本町排水区

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

調節池の増設 V=40万m3
一宮川第二調節池

浸水実績（H25・台風26号）

千葉県

茂原市

河川改修 千葉県
下水道 茂原市
（準）梅田川の排水ポンプ設置 茂原市
流域対策の推進 茂原市、自治会等の地元
ソフト対策の推進 茂原市、自治会等の地元

役割分担

千葉県の対象事業

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

河川堤防等の嵩上げ
L=6.0km

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイ
ルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

河川改修
L=0.3km

（二）鶴枝川合流点まで

・流出抑制対策の要綱制定
・既存ため池を活用した貯留

・気象情報会社と連携した防災体制の構築
・メールによる防災情報提供

・防災行政無線による避難勧告等の発令の際にサイレンを活用
・水防訓練の実施
・洪水ハザードマップ及び防災マップの配布及び公民館等への掲示

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

排水ポンプの新設 N=2基
（準）梅田川

河 川

河川事業（期間内）

河川事業（改修済）

下 水 道 事 業

流域対策

ソフト対策

凡例

既設70万m3
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第二調節池増設に係る当初検討範囲

第二調節池

測量及び地質調査
実施範囲

（既設70万m3）
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メリット デメリット 評価

右
岸

○越流堤が1箇所で、管理しやす
い。

○既設の越流堤を利用すること
ができる（ただし、部分的改修が
必要）。

○既設の調節池から離れるが、
広い面積を確保しやすい。

○左岸側に比べ基礎地盤の状態
が悪く、構造的に不利となる。

○南に行くほど地盤が高いため、
掘削深が深くなる。

○埋設管等の占用物件が多く、
移設に時間・費用がかかる。

○既設調節池を運用しながら、増

第二調節池増設に係る左右岸の比較検討結果

広い面積を確保しやすい。 ○既設調節池を運用しながら、増
設工事が必要である。

左
岸

○河川に隣接した位置に配置で
きる。

○右岸側に比べ基礎地盤の状態
が良い。

○既設調節池を運用しながら、増
設分の工事が可能。
○右岸側に比べ、経済的である。

○越流堤の新設が必要。
○越流堤を2箇所とした場合、技
術的検討が必要。
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第二調節池

第二調節池増設に係る方向性

（既設70万m3）

左岸側で増設を行う
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第二調節池増設に係る今後の予定

内 容 H28.4月 H28.8月 H28.12月

境界立会
用地境界を地権者立会にて確認

～5月境界立会

詳細設計
用地買収・工事のための設計

4月～12月の工期で実施中

地質調査
増設範囲のボーリング調査

6月～9月の工期で実施中

地元説明会
調節池範囲の確定・用地買収

8月上旬開催予定

用地交渉
用地買収のための交渉

8月中旬以降用地交渉

6



阿久川合流点における現況水位縦断図
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阿久川合流点における改良断面及び法線の検討内容（全８ケース）
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阿久川合流点におけるケース７の水位縦断図
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阿久川合流点におけるケース７の平面図

10

No.578 No.583
代表断面参照

局部改良区間
L=約300m（予定）



阿久川合流点におけるケース７の横断図

＜右岸側を拡幅した場合のイメージ図＞ ※左右岸どちらを拡幅するかについては、
これから実施する詳細設計で、周辺施設
の状況や施工性、維持管理のしやすさ等
を検討した上で決定する。
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内 容 H28.4月 H28.10月 H29.3月

検討業務
改良断面及び法線のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

5月末に完了

地形測量
改良範囲の地形測量

7月～9月の工期で実施予定

阿久川合流点に係る今後の予定

地質調査
改良範囲のボーリング調査

8月～10月の工期で実施予定

詳細設計
工事のための設計

10月～3月の工期で実施予定
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既設堤防嵩上げに係る検討内容

平成２５年の台風２６号による被災後、県では応急対策として、
広域地盤沈下に伴って堤防が低くなった区間を対象に、土のう
積みを行って一時的な堤防嵩上げを行ってきた。

しかしながら、土のうは暫定的なものであり、恒久的な施設で
はないことから、恒久的な耐侵食・耐浸透・耐震機能を有する
河川堤防の嵩上げが急務となっている。

小型コンクリート構造物等による嵩上げを検討

【上流側】

14

併せて、将来見込まれる広域地盤沈下
量分を嵩上高さに加算する方法について
検討を進めてきたが、上流側を余分に嵩
上げすることで、下流側に計画を上回る
流量が流れて、越水する危険性が高まっ
たり、支川、調節池、樋門、橋梁等へ水理
的な影響が波及することから、嵩上高さ
の決定にあたっては、関係機関と十分に
協議・合意形成を行う必要がある。

越水 越水

【上流側】

【下流側】

広域地盤
沈下量分
の嵩上げ

広域地盤
沈下量分
の嵩上げ

計画上の限界水位

計画上の限界水位



内 容 H28.4月 H28.10月 H29.3月

検討業務
沈下を考慮した嵩上高さの検討

3月末に完了

関係機関調整
嵩上高さに係る協議・合意形成

4月～9月で調整中

既設堤防嵩上げに係る今後の予定

詳細設計
工事のための設計（一部区間）

10月～12月の工期で実施予定

工事
嵩上げ工事（一部区間）

1月～3月の工期で実施予定
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５ 議 事 

３）茂原市の対策事業について 



● 梅田川　排水ポンプによる被害軽減の考え方

一宮川 水門(開)

梅田川

一宮川
浸水被害発生

梅田川

水門(閉)

一宮川
浸水被害軽減

梅田川

水門(閉)

洪水時（ポンプ排水有り）

洪水時（内水被害）

平常時

水位上昇 × 

水位上昇 × 

P 

▽地盤高 

▽地盤高 

▽地盤高 

資料１ 



雨水貯留施設等設置工事補助金

平成26年度　実績 平成27年度　実績

住所 貯留規模 数量 住所 貯留規模 数量

1 高師 250　ﾘｯﾄﾙ 1 1 長尾 150　ﾘｯﾄﾙ 1

2 本納 150　ﾘｯﾄﾙ 2 2 高師 200　ﾘｯﾄﾙ 1

3 本納 150　ﾘｯﾄﾙ 1 3 早野 150　ﾘｯﾄﾙ 1

4 東部台 227　ﾘｯﾄﾙ 1 4 六ツ野 250　ﾘｯﾄﾙ 1

5 高師 150　ﾘｯﾄﾙ 1 5 本納 150　ﾘｯﾄﾙ 1

6 高師 150　ﾘｯﾄﾙ 1

7 萩原町 200　ﾘｯﾄﾙ 1

8 北塚 150　ﾘｯﾄﾙ 1

合計 9 合計 5

イメージ

1427 900

資料２ 

茂原市雨水貯留施設等設置工事補助金交付要綱を制定し、雨水貯留槽及び雨水浸透桝について、１建

築物当たりの対象施設数はそれぞれ２基を限度とし、材料費と工事費の合計を対象経費として、その２分

の１の額を、１基当たり雨水貯留槽２５，０００円、雨水浸透桝１０，０００円を限度額として助成する。 

（平成２６年１０月１日施行） 

・雨水貯留槽：雨とい取付型の貯留容量が１５０リットル以上で排水機能がある施設 

・雨水浸透桝：内径３５ｃｍ以上かつ深さ５０ｃｍ以上の施設 



資料3 

資料3 



 

 

●メールによる防災情報提供 

◎防災情報と防犯情報に分かれており、それぞれ登録者にメールで情報提供を行っている。 

◎平成２５年１０月時点（水害前）での登録者は２，６２１件。水害後の１１月では、 

１８０件増加し、２，８０１件となる。  

 平成２６年４月：３，０８１件  平成２７年４月：３，９８４件   

 平成２８年４月：４，５０５件 

  水害前からは１，８８４件の増加となっている。 

※平成２８年６月３日現在：４，５３２件  

 ◎平成２６年度からメールが使えない人への対応として  

  高齢者や視覚・聴覚障害を持つ方を対象として、メールシステムのオプション機能を使

い、メールの文面をそのままファックスに、または音声に変換して自宅の電話・ファッ

クスに流すサービスを開始。現在７５名が登録。  

 

 

●防災無線による避難情報等にサイレン活用 

 ◎平成２６年より防災の日（９月１日）に併せて、サイレン音周知のため避難勧告のテス

ト放送を午前１０時に行っている。   

区 分 
放送内容（サイレンパターン+音声） 

ｻｲﾚﾝﾊﾟﾀｰﾝ 音声 

避難勧告 
ｻｲﾚﾝ 10 秒        ｻｲﾚﾝ 10 秒 

      ４秒休止        ４秒休止  

避難勧告発令 

放送文 

避難指示 

ｻｲﾚﾝ 15 秒        ｻｲﾚﾝ 15 秒 

４秒休止         ４秒

休止 

避難指示発令 

放送文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4 
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